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正
な
る
会
計
慣
行
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に
お
け
る
明
確
性
の
位
置
づ
け
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v
る
こ
ド
台
、
え
ら
れ
る

一
斗
判
決
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
苛
釈
が
H
I
3
れ
k
お
り
、

で
の
社
論
に
つ
い
、
は
概
立
円
己
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
ご

γ川
町
｝

d

、

両
刊
伏
を
と
の
上
う
に
足
解
す
る
が
い
つ
い
て
、
な
J
H
e小
明
伴
な
内
…
ー
も
あ
p匂
“

と
り
わ
け
両
刊
日
が
新
恭
準
喜
一
「
ヘ
ム
け
な
る
／
主
μ
憤

む
〕
と
一
J
1
め
C
い
れ
ん
の
刀

円
い
情
飢
え
れ
ば
「
公
正
な
ム
句
会
で
而
慣
打
」
と

4
る
た
の
に
は

h
J什
山
寺
山
リ
月
地
沖
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
か

方
で
は
「
公
正
な
る
会
7

一
日
慣
行
一

と
な
る
ド
は
材
一
様
性
が
島
市
久
だ
と
考
、
え
て
い
る
の
だ
い
し
い

l
fし
い
、
フ
点
に
つ
い
て
は

う
見
解
が
J

小
さ
れ
て
い
る

μ
い
刊
し
他
方
で
ほ
装
車
も

1

公
け
な
る
合
計
慣
行
一
「
認
め
ら
れ
た
の
ど
と
印
悼
す
る
見
鮮
す
も
あ

現
貯
が
分
か
れ
て
い
る

本
一
仰
は
、

両
最
高
政
判
決
が
一
公
山
わ
な
ミ
会
1
引
慣
J

什」

h

む
？
と
、
一
ー
何
百
の
町
球
性
」
を
と
の
よ
っ
に
け
刊
世
づ
け
て
い
る
の
か
を
相

討

f
る
も
の
で
あ
る

太
子
悶
が

一
円
よ
4
な
倹
討
を
行
う
の
は
、

別
路
川
け
を
一
公
一
什
会
る
会
計
憤
行
」
と
認
定
づ
る
深
の
世
作
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
内

行
が
小
川
明
暗
て
あ
っ
て
も
「
八
r
A
T
忙
な
る
会
計
一
位
行
」
た
？
っ
る
と
V
旬
、
ん
る

V
に
小
っ
て
、
r
、
日
以
川
崎
山
の
問
題
し
か
と
じ
た
際
に
わ
討
論
に
F
4

吋J
出
て
く
る
ど
ω与
え
ち
れ
る
か
内
で
あ
る

三
：
ミ
王
、

川
容
が
足
性
的
勺
不
明
伴

E
は
あ
る
が
一
定
的
方
向
性
ヰ
什
し
旬
日
寸
ょ
う

な
通
述
tfrJ
凡さ
t
ち
れ
、

こ
れ
ト
ふ
れ
ば
一
投
的
に
行
わ
れ
て
い
る
ム
ム
汁
隆
行
が
汗
｛
た
さ
れ
る
と
必
Jλ
ら
れ
る

Z
な
場
介
に

J
う
な
通
山
村
寸
LT
「
公
』
な
る
ム
三
μ
憤
ノ
打

と
認
め
ず
」
円
れ
る
か
？
こ
、
q
か
に
よ
っ
て

現
実
に
じ
わ
れ
こ
い
F

一
三
五
一
訂
悦
行
日
叫
ん
詐
容
さ
れ
る

刀
ど
う
か
F
川
＋
心
さ
れ
己
よ
う
に
回
い
わ
れ
る
ヲ

ま
た
、
内
容
の
川
吋
惟
件
を
ど
の
よ
う
に
位
度
予
つ
け
る
か
と
い
う
問
題
は
、

わ
が
向
へ
の
何
際
対
務
釈
告
品
準
内
導
入
を
与
え
る
際
し

払
川
奇
出
火
な
羽
目
山
口
と
な
り
H
U
7心
υ

川
内
際
対
応
刊
什
己
最
準
は
原
則
上
4
4
を
と
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
川

ー
原
川
川
上
表
一
と
は
‘
草
川
本
L

引
い
概
念

、
沿
っ
と
原
駅
的
な
会
計
処
理
め
ん
を
仏
の
み
が
引
さ
れ
、

数
値
基
準
JE
含
む
詳
細
な
取
扱
け
は
設
げ
な
い
も
の
と
す
る
方
法
と
さ
れ
、
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二

三

四
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窪川川｛ド
μ
関
す
る
茶
ト
ヘ
ー
事
項
弘
一
に
ワ
い
て
」
の
な
か
に
↓
た
め
ら
れ
た
決
止
一
持
能
周
基
準
♂

M
F
で
は
「
改

H
J加
の
決
算
ぺ
れ
坦
基
準
」

J一川町

ぷ
）
子
、
長
期
信
叫
に
諜
’
れ
に
も
嵐
巨
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
よ
心
行
、
実
際
に
兵
銀
町
川
債
銀
は
こ
抗
に
従
う
た
会
計
処
坦
詩
行
っ
て
い

た
。
叙
一
ー
の
白
山
ム
ム
の
貸
別
引
を
会
一
H
上
ど
の
よ
、
つ
い
処
坪

f
る
か
に
つ
い

C
は

決
人
税
i
松

本

通

達

九

ハ

当

T
成
一

C
1課

法
一
七
に
よ
山
改
正
前
の
も
の

に
よ
れ
樹
九
詩
人
な
い

L
担
金
経
理
い
よ
ゐ
貨
危
償
却
日
行
副
勘
定
へ
の
伐
人
れ
う
可
能
と
あ
る
均

ム
ロ
じ
、
当
該
指
し
応
じ
て
償
却
・
引
当
を
す
る
F

と
と
さ
れ
て
い
と
口
そ
し
て
、
叙
じ
の
持
連
ノ
／
パ
ン
ク
可
、
台
理
的
争
入
仁
川
計
画

や
再
法
？
引
山
が
日
成
中
な
い
し
遅
行
中
r
J
あ
る
取
引
光
、

ぁ
。
い
は
銀
行
H
M
ザ
追
加
初
な
支
混
在
予
f
E
し
て
い
る
よ
う
な
取
引
先
日
寺
に
つ

ー戸、↓号、

）
J
Y
V
1
1
h
i
 

法
人
税
基
本
起
点
戸
、

中
↓
設
以
引
七
い
一
刻
す
る
倍
栓
μ

つ
い
て
拒
ん
し
詩
人
出
J

を
行
、

J
一
と
い
京
国
ず
と
し
て
託
め
ヘ
れ
て
い
な

、4
J

P

↓

う

£
J
L

そ
ご
で
、
会
ィ
川
制
限
泣
上
も
号
、
の
ね
泣
ー
の
取
扱
い
に
従
い
、

間
直
一
ノ
ン
パ
J

ク
れ
支
援

H
メ
い
寸
け
つ
い
て
は
岸
町
と
し
て
笥

却
引
宍
を
行
わ
な
い
法
行
が
あ
九
れ
（
以

F
一
税
法
華
平
」
と
昨
ぶ
－
L

｝

言

、

と
干
ノ
古

パ
ブ
ル
経
済
崩
壊
人
ほ
の
金
融
機
関
符
叫
の
鮮
全
性
的
確
保
、
あ
る
い
は
金
融
～
ノ
ス
一
フ
ム
円
安
章
一
の
L

円
、
め
に
、

ド
成
一
心

年
凶
月
一
引
か
ら
半
矧
且
i

正
措
量
制
山
庄
が
導
入
与
れ
る
こ
ζ

に
な
っ
た
ー
こ
の
七
的
、
大
蔵
省
金
制
後
j

一
部
長
は
立
式
九
年
＝
月
九
川
、

金
融
託
存
r仔
査
山
h

モ
あ
て
じ
で
南
べ
達
「
Lγ
刑問且
f
h
j
u

措
］
南
制
度
導
↓
人
伎
の
九
一
級
検
本
【
ド
い
お
け
る
資
町
人
一
一
』
一
T
h

に
コ
い
て
」
（
幻

i
「ん
H
恒
ヰ
ニ
疋

直
ヨ
」
；
一
川
町
ぷ

を
九
九
出
1

」
、
金
融
業
界
に
も
公
開
さ
れ
た
一
〕
ご
れ
に
よ
る
と
、

bγ
期
是
王
措
置
制
作
叫
υ
時
入
院
の
ん
ど
午
融
核
長
に
お
い
て

は
、
金
融
機
閣
の
自
己
在
｛
定
を
p

別
提
と
し
っ
、
：

ψ
」
誌
自
己
査
’
疋
の
恭
準
が
引
佐
カ
t

う
i
j

、
そ
の
枠
組
ふ
が
資
産
査
疋
品
述
内
枠
組

み
い
そ
っ
「
、
い
心
カ

当
該
岡
山
己
青
疋
恭
準
ド
ポ
コ
ー
、
滴
切
に
村
己
を
疋
ァ
行
わ
れ
て
い
る
ん
了
ん
T
J
L
ノ
ク
す
る
も
の
と
き
札
、
い
と

す
な
わ
ち
、
金
制
問
機
認
と
し
て
は
、
資
産
立
定
通
達
じ
計
つ
h
J
U
H

己
長
疋
基
準
を
作
成
し
、
そ
れ
に
沿
J

一
て
滋
切
仁
資
産
長
疋
を
行
う

こ
と
じ
ゃ
ぷ
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
資
産
t
r
（
疋
草
川
準
で
は
、
仏
H
山
主
の
t
r
（
疋
い
つ
い
て
は
、
ま
ず
債
務
朽
の
財
務
状
況
与
に
よ
れ
ほ
一

清
能
々
を
判
吃
し

二
債
務
高
区
分
」
γ

、
そ
の
上

c’
店
長
他
人
伝
先
等
の
的
、
ナ
ゼ
個
別
に
牧
討
し
L
H

ヶ

7
F～
グ
＼
担
保
れ
保
証
与
の
状
叩
い
な
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ど
も
勘
案
可

ー
竹
山
類
い
て
フ
V
分
類
ま
尺
、
の
貸
出
令
い
の
分
類
を
ノ
行
う
も
の
と
さ
L

れ
て
い
た
っ

資
産
会
疋
通
達
の
九
九
出
を
受
け
＼
人
市

M
銀
行
hhム
京
湾
ふ
門
会
の
融
資
義
務
専
一
つ
安
田
口
ム
ー
は
、
大
政
省
A
F
融
牧
将
一
部
と
も
川
市
み
の
上
、

人
h

陀
査
疋
い
つ
い
一
ー
の
向
的
な
与
え
方
を
ま
と
的
た
「
一
資
産
査
た
に
つ
川
て
s

に
却
す
る
Q
＆
久
一
キ
一
作
成
し
、
平
成
九
年
三
戸
一

七
付
で
全
国
め
ん
が
γ
融
機
到
ー
に
性
化
し
と
り

ま
た
ロ
ー
や
公
認
会
－
r
士
協
ん
山
は
、

資
産
査
定
通
達
力
号
、
L
方
を
狩
主
、
一
九
亡

寸
！
成
九
午

川
口
一
円

i
什
い
で
「
摂
一
仁
地
J

金
融
川
内
閣
の
資
必
の
白
己
脊
u
t
i－
M
W
る
内
部
統
制
の
検
一
J
並
び
に
内
阿
川
削
償
均
及
び
貸
川
附
引
升
金
の
ぽ
堂
，
し

司
す
る
実
務
指
針
へ
以
て
「

3
uコ
人
工
務
指
針
一
レ
ぃ
ド
ぷ
〆
を
公
よ
が
し
た
。

大
蔵
省
大
い
わ
官
時
九
融
検
安
部
管
註
諜
げ
一
は
、
平
～
一
九
主
一
山
月

日
付

c、
全
日
明
訓
ぷ
検
企
官
公
寸
に
珂
て
て
一
金
融
純
情
寺
山
F
R

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

直
ノ
ノ
ペ
ハ
／
ク
に
討
す
ミ
貸
出
金
の
企
！
疋
の
考
え
方
円
つ
い
て
」

－
叫
人
内

1
1
1

一

L

九
午
事
務
｛
戸
箱
」
ー
と
作
戸
）

JE
発
川

い
に
題
司
ノ
U

宣
下
務
亘
絡

令一。

l
t
L｝
れ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
連
ノ
ン
パ
、
二
7

ノ
に
対
十
ふ
管
出
金
｝
一
つ
い
て
は
、
陪
堕
ノ
ン
バ
ン
ク
的
体
！
万
円
有
征
、
義
金
議
機
関
リ
イ
寸
の

百
円
注
意
思
の
有
壁
、

再
建
計
桝
の
ん
理
性
的
有
振
な
と
を
し
た
的
に
尚
宏
ハ
し
て
脊
定

T
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
も
J

と
も
、
九
午
事

市
町
叩
阜
市
川
怜
自
体
は
三
融
機
関

校
ト
汀
手
、
は
八
人
一
一
さ
h
い
て
い
な
か
っ
た
ー
全
国
銀
れ
協
会
述
〈
U
F
誌
の
刑
台
、
一
一
市
下
河
委
員
会
は
、
ミ
の
九
午

山
一
務
述
治
の
川
れ
の
般
的
考
え
方
に
つ
い
て
「
d
h
百
序
査
一
た
に
つ
い
て
u

に
閃
LF
る
Q
＆
立
の
追
却
に
つ
い
て
」
と
し
て
山
市
什
主
ど

め
、
市
布
九
円
七
円
二
一
八
リ
付
一
引
金

H
や
口
一
融
機
関
に
足
付
ー
ニ
L

いる一

平
成
九
年
K
戸一

一
E
，
い
は
、
恭
本
事
羽
通
達
で
定
町
ソ
句
れ
に
い
た
討
LH山
村
畑
地
い
埜
準
の
今
、
h

「
貸
出
会
の
償
却
一
括
上
ヂ
「
貸
間
引

の
規
疋
な
ど
が
改
け
き
れ
人
に

（
以
一
「
改
止
伎
の
伏
品
川
将
同
時
基
準
と
同
町
ぷ
一
“
F

～
れ
に
よ
る
と
、

回
収
T
h

能
し
一
司
疋
さ
れ
る

当
王、
貸
出
金
等
に
つ
い
て
は
抑
深
や
深
訓
に
よ
り
回
収
円
能
と
見
込
ま
れ
る
訟
を
減
じ
た
成
沖
積
を
償
却

γ
る
こ
と
、
最
終
内
回
収
に
4
m
f

ド八な

懸
命
日
J

あ
り
摂
ι
小
へ
の
ヘ
九
牛
が
見
辺
正
れ
る
北
町
山
へ
し
斗
J
P
い
つ
い
て
は
担
保
や
保
証
い
よ
り
凶
収
可
能
と
凡
込
ま
九
る
何
仙
寺
一
減
じ
ど
残
鵠
に

？
さ
必
山
〆
〈
な
引
中
」
へ
な
い
し
借
権
償
却
特
別
拘
疋
へ
の
日
付
？
と
を
行
、
）
ニ
ー
と
、
そ
れ
以
外
の
貸
出
ム
勾
寸
ド
ミ
レ
一
午
比
八
在
的
な
ト
力
ル

γ一
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長
銀
州
事
高
法
判
決

長
銀
刑
事
坊
決
杭
渋
て
は
、
次
の
】
士
つ
な
論
間
以
閉
ド
ド
ふ
リ
ピ
新
井
ム
準
？
？
公
日
な
る
会
計
陵

h
t
で
あ
ゐ
と
の
結
論
詩
提
示
し
て

しり
h
v
n

千
九
山
台
、
産
先
J
A
過
達
平
河
口
ラ
宮
入
務
桁
計
改
正
ノ
以
内
決
韓
べ
什
迎
基
準
な
と
は
、
宇
則
口

tu悩
置
制
度
を
れ
円
以
却
に
一
機
能
さ
、
せ
る
た
め
に
必

要
な
金
似
崎
、
坊
の
品
下
山
丹
市
J
h什
の
査
定
方
法
十
近
正
な
償
却
。
引
当
方
法
会
一
礼
町
か
じ

L
、
で
九
に
よ
れ
ん
官
戸
内
十
引
い
の
実
態
を
正
確
か
っ

書
規
約
に
反
映
し
と
叫
則
的
U
諮
去
を
作
投
ず
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
ど
お
の
ご
あ
る
。

資
垂
土
日
宏
連
述
治
川
凶
号
実
務
指
針
な
ど
市
市
す
資
産
配
1

疋
の
方
法
ヤ
償
却
・
引
当
山
町
方
法
山
伸
、
ょ
や
融
制
机
慌
の
貸
巾
川
全
斗
j

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

山
信
却
引
升
に
関
す
ミ
弘
司
端
的
な
基
準
ず
あ
り
、
基
準
一
1
一
て
も
明
確
な
J
h
の
ど
あ
る
と
誌
め
ミ
こ
と
が
で
き
、
同
慌
の
趣
旨
・
ヨ

的
の
も
と
に
発
什
一
ら
れ
た
弐
l
ぃ
伐
の
決
管
経
理
某
華
の
山
内
ド
キ
一
措
定
す
る
も
の
と
い
え
る
心

そ
の
よ
う
に
い
え
る
恨
拠
と

L
t
は、

そ
の
作
成
！
円
あ
た
つ
に
関
係
長
が
参
加
し
て
検
討
し
と
結
果
を
公

k
l
L円
、
中
間
と
い
り
ま
と

の
与
え
方
を
基
淀
に
1

」
、
そ
の
内
容
を
叫
鳴
に
し
だ
も
の
で
あ
る
ミ
と
益
計
融
機
凶

J
L
h
F：
て
の
内
む
い
か
公
表
決
λ

付
さ
れ
吋

知
徹
底
が
凶
ら
れ
て
き
た
ζ

い
え
る
こ
と
、
白
川
性
十
人
川
門
史
的
卜
刀
次
と
レ
て
川
川
い

4
1
た
資
産
介
類
の
概
念
診
が
、
そ
れ
ま
で
に
全
紙
枚
t
門

で

R
Jい
ら
札
て
い
三
も
の
と
大
き
く
ヰ
一
わ
る
も
の
で
は
な

ν
こ
と
、

、，
J
レ

J

Z

A
l一

才

γ
J

－
礼
金
融
検
査
J
h
は
資
出
主
H
Z
T却
f
L
や
九

1
事
務
述
品
川
ト
匂
つ

C
検
資
L
Y
一し、

同
町
古

J

は
団
号
実
務
指
針
に
計
っ
て
監
査
J
Z
行
う
の
で

L
か
も
こ
れ
ら
は
平
成
h
八
年
一
一
円
一
な
い
し
叫
月
い
発
せ
り
九
一
、

j

、

告
し
7

ち’
U
ミ
？
寸
劇
－

2
1
3
1
1コ
）
、

3
L
i
2
J
L
i
l
－

－

 

周
知
の
期
間
ら
砕
保
さ
れ
て
い

る
う
え
、
本
件
当
町
、
金
融
機
内
却
に
お
い
て
、
資
弁
吾
｛
T
沼
達
等
に
定
め
る
基
ル
ヰ
ケ
L

り
大
き
く
逸
玩
ヲ
る
よ
う
な

η己
企
1
J

て
U

丞
埠
山
刀
打

成
や
そ
れ
に
よ
る
自
己
任
｛
た
が
認
め
ら
れ
な
い
事
態
じ
雫
っ
て
い
る
一
」
と
は

ι

一
一
機
到
の
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
ん
と
い
認
め
ら
れ

合J
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品
一
仁
た
か
つ
て
、
社
長
ヤ
準
に
基
本
的
に
洗
う
F

k

a

一
が
「
円
い
山
花
と
る
会
対
慣
行
」
と
な
っ
て
い
え
J

一
い
う
べ
き
ご
あ
り
、

そ
の
以
前
、

新
基
造
の
総
一
U
H
に
反

L
、
そ
の
｛
定
め
る
基
準

νι
十
人
ユ
プ
く
い
け
刈
脱
す
る
ム
山
汁
処
問
は
、

も
は
や
公
止
な
る
余
計
慎
一
れ
」
と
は
い
え
ず
、

税
法
器
準
に
上
F
J

久
山
一
寸
ロ
処
叩
は
「
八
口
汁
な
る
公
正
憤
仁
一
に
従
つ
P
J
も
の
で
は
な
＼
な
っ
P
J
n

以
ト
の
論
理
反
聞
を
公

H
性
一
、
と
憤
行
問

の
部
一
内
か
り
H
－
～
戸
、
み
る
と
、
司
芳
一
諸
表
の
止
確
注
・
書
河
川
内
い
言
及
し

C
い
る
点

の
観
点
か
ら
の
分
布

資
出
t
r
t
た
混
在
み
と
↑
才
伝
言
J
Y
叫
ん
山
一
一
口
処
理
を
す
る
ヲ
一
と
が
で
与
な
い
と
い
三
つ
訟
誌
が
な
さ

九
て
い
ん
こ
と
に
言
及
し
て
い
ゐ
こ
と
か
ふ
り
し
て
「
慣
行
件
一
の
洩
山
A

か
ら
の
分
析
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

3

そ
心
よ
う
に

パ公

ι位
」

1
七
一
慣
行
性
」
J

乞
幡
、
乙
七
結
果
と
し

ハ
万
一
ー
な
る
会
計
清
行
」

じ
／
一
し
て
託
め

一
i
y
i
I

j
J
d

リ身

お
い
て
叫
引
＃
MY
辛喜一

的
効
思
と
し
て
杭
基
本
の
趣
口
円
に
反
す
る
税
法
甘
水
準
円
茶
づ
く
会
計
処
在
が
一
公
↓
じ
な
る
会
計
慣
行
L

引
？
っ
造
船
帆

t
る
も
の
ト
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る

そ
し
工
、
資
注
査
定
や
償
却
引
当
の
方
法
的
川
政
刊
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
ヨ
は
、
？
ノ
を
補
強
す
る
諭
四
時
と
し
て
提
ボ
さ
れ
て
い

る
コ
す
な
わ
ち
、

内
科
の
ム
口
組
位
こ
明
由
市
住
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
目
下
h
ノ
、
改
正
保
の
決
詰
日
山
口
付
型
基
準
会
一
補
て
す
る
と
の
結
論
を
促
ニ
ハ
ヲ

｝

J

て
一
い
ァ
Q

の
ご
」
柿
7
h
叫

こ
の
戸
て
つ
な
論
理
の
つ
な
が
り
か
ら
寸
る
と
、
兵
銀
刑
山
ず
高
裁
判
九
に
お
い
て
は
、
明
市
沖
牲
は
土
品
正
作
」
J

ケ
ヰ
一
」
従
づ
け
る
申
伊
奈
u
y
一

し
て
w
A
？
え
句
れ
て
い
る
、
と
い
え
そ
、
す
で
ふ
め
る
付

つ
】

七
法
判
訳
川
事
一
品
川
代
判
決

じ
信
銀
川
事
高
山
内
判
伏
で
は
、
台
、
山
伴
工
庁
1
4

也
通
達
と
河
口
り
空
九
九
段
指
針
と
が
「
陪

一
公
了
忙
な
る
会
計
慣
行
一

と
な
っ
て
い
ど
か
と

グ）

い
う
間
忠
J

主
v
て
ヘ
ー
ご
っ
x
f
k
、
一
ヘ
ム
↓
仁
川
刊
に
ご
ν

て」

自
h
性
μ

つ
い
て
」
ー
唯
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
限
ご
検
討
J
M
一
加
え
て
い
る
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"' ♂f 、
ー，

P亡、、

ぞ
れ
そ
れ
の
↓
暁
目
の
な
か
で
新
基
本
に
つ
い
て
ど
の
ふ
う
な
検
討
が
な
F
れ
f
L

い
る
の
か
を
唯
沼
L
9
る
2

や
ま
ず
公
汁
忙
を
♂
め
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う

に
い
る

a

資
産
査
定
通
達
H
4
J

が
、
改
刀
打
一
川
内
法
持
粁
珂
益
法
と
と
も
に
半
悶
是
正
一
泊
量
叫
ん
伊
ん
の
導
人
を
引
受
け
て
、
ψ

言
制
時
喜
一
色
対
に

同
州
能
さ
せ
る
こ
と
を
門
的
と

L
F
、
箭
｛
疋
ス
れ
だ
も
の
で
あ
る
一
｝
と
り

・
そ
一
三
ト
不
さ
九
た
F
U
庄
内
存
の
査
定
方
辻
、
垣
正
な
郁
却
・
引
h
L
「
の
方
法
等
が
、
資
産
市
川
J
A

り
の

7
↑
管
を
正
博
か
つ
客
践
的
に
反

映
し
ヘ
r
対
述
内
諸
去
の
作
成
一
ド
資
す
る
も
の
と
し
て
、
貸
出
金
等
の
位
市
・
川
引
ム
引
い
い
芳
ず
る
合
珪
抑
な
＋
品
川
準
で
あ
る
一

L
」円

－
基
告
と
し
と
も
問
J

詑
λ

な
も
の
む
あ
る
こ
じ

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

こ
れ
え
や
一
一
jγ

け
ナ
、
一
営
業
ト
の
財
産
位
び
掠
詩
を
明
ら
か
に
司
る
と
い
う
ね
山

V
ら
み
て
、

そ
の
パ
比
一
U
M
い
に
疑
い
は
な
い
」
と
の

結
諭
を
出
L
J
K
い
る

な
げ
よ
に
慣
行
性
を
認
め
る
）
『
つ

J21
刈
決
は
次
の
よ
‘
つ
な
市
晶
子
項
を
列
vう
し
て
い
る
ν

－
仏
以
止
前
の
決
1

円
任
問
基
込
J

J

尖
践
に
お
い
て
り
プ
、
受
寸
J

へ
れ
つ
れ
て
お
り

」れ一
h

が
小
寸
基
混
じ
ハ
札
っ
た
会
引
処
理
が
繰
ね

返
v
行
わ
れ
て
誌
と
と
ん
f

か
丸
、
税
法
茶
準
Jγ
八寸め
h

改
止
前
の
決
μ
持
派
間
基
準
が

1
2止
な
る
ん
主
計
慣
行
」
に
ご
っ
て
い
七

こ
い
、
λ
）ゐ
P

」い

a

そ
の
上
つ
主
』
工
務
内
庁
景
に
は
改
正
市
の
決
詩
経
坦
基
準
h
J
j
r同
省
内
需
当
権
限
に
基
づ
ノ
通
達
い
J
j
一
ご
一
小
さ
れ
ど
も
の

と
あ
る
こ
と
も
五
き
く
か
か
わ
つ
に
お
い
与
、
午
寸
人
務
ご
し
九

迫
、
誌
の
改
止
や
剥
？
な
道
、
止
の
円
丸
山
内
当
初
カ
わ
り
目
く
そ
け
人
れ
て

い
た
こ
と

・
品
、
内
主
つ
な
状
況
の
も
と
一
ど
は
、
訴
と
な
ハ
U
J片
存
官
辺
述
が
山
山
さ
れ
‘
段
算
経
制
基
準
が
改
止
さ
れ
た
に
と
か
ら
す
る
と
‘
そ

の
後
山
実
務
に
お
L
て
も
こ
れ
い
沿
っ
た
刻
日
を
求
め
ら
れ
る
こ
ー
と
に
な
之
泊
ら
、

J
革

、
J

R

－一
J

I

l

t

F

｝
 

月
期
川
降
の
当
杓
か

ι
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F

」
刊
れ
ら
の
過
去
一
M
L
T
P
L

沿
っ
た
会
計
区
間
が
，
丈
務
い
お
い

L

片
山
く
受
け
入
れ
つ
れ
、

反
復
継
続
午
、
定
怖
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ほ
他

市
山
六
七
認
め
ち
れ
る
状
同
1

ト
あ
一
リ
た
こ
い

以
ー
の
一
二
？
を
も
っ

c
「
主
言
憐
行
－

と
な
勺
て
い
七
、
ー
と
い
う
二
と
う
で
き
る

と
述
べ
た
う
え
て
、
金
山
崎
噌
v
閣
に
と
引
と
ム
ア
て

の
周
社
徹
氏
が
到
九
九
一

cい
た
占
に
日
仰
い
一
仁
子
続
崎
な
国
に
欠
け
る
一
｝
と
は
な
い
吟
～
し
＼

ま
た
円
償
問
や
帆
の
銀
行
の
決
算
左
足
て
も

こ
れ
ら
の
却
疋
し
郎
コ
た
会
百
一
見
出
刊
を
し
て
い
る
旨
を
記
載

L
て
い
る
こ
し
乙
を
指
宿

L
C
い
る
。

泣
い
噂
す
る
吋
掛
と
し
て
、
判
仇
は
改
正
r
”
の
J
一
首
む
珂
長

μfじ
基
づ
ど
会
計
処
珪
の
方
法
と
、
改
T
叱
正
内
決
f
H
将

現
基
準
に
県
づ
く
余
計
処
揮
の
ト
力
法
ど
を
比
絞
［
、

向
祉
の
問
に
ほ
基
本
的
な
号
、
X
L
N
L
お
い
ご
相
M
E
れ
な
L
も
の
が
あ
り
両
立
し
え

な
い
間
以
下
に
ウ
つ
ミ
よ
、
そ
の
ト
ふ
う
な
す
一
史
が
通
三
の
弐
正
手
一
持
っ
て
、
税
法
甘
明
暗
干
の
削
除
と
新
た
な
F

某
宰
の
設
定
と
い
う
形

C
胤
さ

れ
た
こ
と
に
出
ら
し
て
、
日
叫
法
基
準
に
恭
ワ
く
た
計
処
同
時
は
明
一
小
的
！
円
h
u
｛
疋
さ
れ
た
、
と
づ
る
ヲ

ど
し
て
手
ん
に
、
営
業
｝
的
対
孟
疋

ぴ
山
間
続
的
状
況
を
山
平
ら
か
に
す
る
と
L
ぅ
間
占
ず
り
み
て
、
説
法
基
準
を
尚
ト
～
さ
な
い
限
り
償
却
を
訟
の
な
い
と
い
う
処
理
を
そ
の
ま

ま
維
持
す
る
こ
に
は
公
正
が
れ
を
鍋
士
、

7
uの
1
7
て
許
さ
れ
な
い
状
に
に
な
っ
て
い
ら
J

、
ら
や
ポ
プ
＼

L
J
j
d

J
ず

t

｛

こ
の
〕
で
つ
な
判
附
過
祝
を
兎
て
JRづ
：
こ
乙
は
、
資
し
で
肯
定
通
達
の

「
基
準
と
し
で
の
明
時
性
」
が
れ
れ
V

場
L
4
3

る
の
は
こ
の
判
浪
で
も

引
は
り
公
止
住
軒
断
の
部
分
だ
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る

イ〉

長
銀
民
事
高
川
仇
叶
寸
伏
二
向
刑
事
斗
決
と
の
対
比
と
し
、

同
叶
確
性
に
つ
い
て
、

一
向
副
川
山
主
門
栽
判
決
と
は
宍
な
る
位
芦
ヴ
け
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
兵
銀
民
一
半
官
同
政
判
仏
川
（
東
京

V

川
政
ド
伐
八
午
一

ふこ」刊、、

向
川
事
判
社
と
対
比
す
る
と
め
に
、

E
奴

月
二
九

U
吋
九
汀
ヤ

七
力
号

当
ア
バ
ム
民
〆
と
あ
る

民
事
高
裁
判
決
の
議
沼
崎
，
追
を
確
認
オ
る

<f!L仁社学』 62i;; 4 21'Gi 以•2 :zり12.ll 



ま

般
論
L
ベ
ル
で
ど
の
と
つ
な
判
小
J

守
し
て
い
る
か
珠
山
応
す
る
一

「
公
克
己
る
会
計
四
い
行
」
と
い

長
銀
民
事
両
裁
判
決
は
、

う
と
き
の
1

会
オ
慣
行
t

の
意
設
に
ノ
い
て
、

九

H
M日
決
托
時
一
九
へ
い
J

ハ
百
三
官
パ
〆

町
一
帯
（
～
白
川
向
山
地
裁
中
宏
一
七

q
i
月

の
判
断
を

E
R
u
d

－、ミ

U

打

7
1弓
1

L

Z

そ
L
C
原
喜
で
は
会
一
一
向
憤
ノ
仁
勾
意
義
に
つ
き
、

1

殺
に
広
：
会
計
上
の
な
ら
わ
し
と
し
こ
担
当
の
内
向
繰
り
以

L

亡
「
れ
わ
れ
、
い
白
人
止
茶
会
計
の
処
坪
に
判
ヲ
，
U
3

林
約
な
長
単
一
、
「
一
口
い
換
え
ゐ
と
、

U
議
会
7

日
何
処
同
時
に
調
ず
る
旦
ハ
件
的
な
示
準
あ

る
い
は
処
刑
宝
刀
法
が
、
少
な
く

t
hわい
T
M凹
の
特
定
内
正
常
帰
ト
属
す
る
企
長
に
お
い
て
仏
ノ
均
七
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
ぜ
あ
り
、
ま

た
、
担
当
内
時
同
殺
り
ほ
し
一
土
れ
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
鮮
予
べ
き
で
あ
る
一
と
述
べ
て
い
る

こ
の
点
か
ら
す
る
と
慣
行
刊

の
誌
疋
に
悦
1
一
止
め

一
戸
ノ
休
川
山
」
宇
一
求
め
て
い
る
と
し
去
る
＝

J
向
d
J
1
y
一J
h
v

、

公
正
な
る
会
叶
慣
行

そ
の
山
一
容
を
変
更
す
る
新
た
な
ιr
業
ι一一ィ川の

Mm
今
J

げ
す
る
場
企
い
あ
J

て
は
、

計
フ
マ
J

L

9

一

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

が
、
変
持
に
よ
る
繰
り
返
し
ゃ
一
経
ず
！
ト
在
ち
に
た
計
慣
行
と
な
り
得
る
判
外
的
な
均
台
も
あ
る

し
〕
指
抗
斗
斗

そ
i
亡
、
新
恭
準
げ
か

ハ1
2
じ
な
る
会
計
慣
行

！日設中
i
L

し
か
も
守
れ
が
吃

じワ

もσ〉
), 

1し. 
pヲ

fι 
レ

ぴコ
ょ
っ
な
市
会

！牛
を
t芯
1れ

←1-

)-

古玉
，~， 

i安

か
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と
い
う
問
芭
じ
対
手
＼

＝
つ
の
要
件
を
崎
市
し
て
い
る

ま
ず
「
公
正
位
内
市
久
件
」
と

L
て
、
山
一
↓
該
鋲
行
内
利
害
関
係
人
ら
じ
対

｝

J

、
げ
口
議
上
の
品
川
～
丘
及
び
損
益
の
状
日
出
を
別
ち
か
に
す
る
口
H
的
に
出
、
f
フ
ザ
、
が
会
毛
主
i
〈
け
制
限
的
士
も
の
で
あ
る
＝
こ
を
求
め
る

次
に
桂
川
行
料
じ
め
寝
付
t

と
し
て
ー
そ
の
基
本
時
と
さ
れ
る
時
μ
山
口
降
、

あ
る
英
一
戸
の
疋
認
の
ん
犬
山
お
に
お
い
て
わ
ム
く
反
段
制
緩
二
＼
－
た

施
さ
れ
る
こ
と
が
は
ほ
確
実
で
あ
f
Q
j
訟
ー
わ
い
り
れ
る
こ
j
一

－J
h

d

L

m

基
棋
の
改
正
と
い
う
千
続
き
で
祈
恭
準
子
論
定
さ
れ
る
成
品
に

は
、
そ
、
っ
し
丈
一
丁
涜
色
ド
ゲ
泊
日
で
あ
る
一
｝
と
ら
安
上
J

る
、
と
f
之
さ

u
y
h本
め
ら
れ
る
、
と
下
る
ヲ

そ
し
て
さ
ら
し
「
憤
訂
刊
の
要
件
を
兼
ね
れ
ー
一
院
川
げ
の
要
件
一
、
と
し
て
、

1

抵
触
す
る
淀
J

町
内
慌

i
ド
従
ヲ
た
会
計
処
卸
会
一
廃
止

L
、

評
定
的
以
時
的
に
も
例
外
的
な
取
扱
い
を
計
百
し
な
い
う
7ι
が

4

官
約
に
珂
確
で
あ
む
に
l
L
」
を
安
ぶ
し
て
い
る
。
こ
の
と
さ
、

「
ご
杭
U

佐
附
さ
れ
る
で
さ
い
い
符
市
駅
降
ど
め
る
？
と
、

茶
阜
の
す
す
小
単
一
に
梓
い
関
係
A
h
h
p小
立
h
H
ち
と
な
る
場
／
－
口

μ
は
必
要
＆

T
当
て
が



九ムシい一ふれァ
Q
W

一一
A
f

↑、

そ
れ
乙
ノ
い
つ
い
じ
間
付
加
νと
ご
め
吋
14殺
慌
が
川
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
ヘ
げ
る
工
、
つ

｝
斗
1
4

表
的
に
問
確
で

は
な
い

す

円
以

f
の
釘
諭
を
え
た
と
き
、
内
容
の
川
町
地
沖
は
情
？
注
の
安
行
L
Y
一
葉
ね
た
耽
性
の
要
件

の
中
に
か
ま
れ
戸
よ
る
と
い
え
る

そ
う
な
る
と
、
一
枕
廿
金
手
ド
ゲ
ー
付
言
ー
、
羽
砕
性
を
火
ノ
場
台
、

そ
も
／
て
も
憤
ノ
打
目
を
バ
ヘ
く
こ
と
と
な
り
そ
う
で
あ
れ
V
u
Z
の
山
…
で
は
先
に

川
比
辺
市
川
が
原
惇
合
引
出
し
て
示
し
た

三百一
υ
慣
行
に
は
具
体
件
い
を
中
京
γ
る

と
し
た
両
日
と
も
ヤ
灰
が
あ
っ
て
い
る
ハ

L
か
L
、
十
本
け
に
つ
い
て
烹
際
内
V
1
1
J主
を
い
ん
る
と
、

か
な
ら
す
し
も
一
段
議
長

υ
の
刈
新
を

L
ピ
い
な
い
よ
う
も
忠
わ
九
る
円

公
子
牲
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

判
決
は
託
基
準
が
採
用
担
れ
る
γ
い
ん
～
一
七
経
緯
ト
〆
い
容
に
つ
い
、
て
の
原
詳
の
認
疋
を
引
川
し
ん
i
L
F

つ

り
ん
♂
切
に
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
社
茶
準
が
利
害
関
係
者
に
対
し
て
vh
業
ー
の
財
産
及
び
桜
訴
の
T

人
況
を
明
ら
か
に
す
る

J
う「
1

寸
前
に
出
九

L

了
、
村
会
最
八
一
ト
合
理
的
て
あ
リ
、
公
ド
性
が
認
め
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る

ん
次
｝
「
情
日
性
に
（
J

l

v

ナ
、
一
号
基
準
に
先
立
つ
改
正
則
の
決
説
経
理
基
準

（
そ
し
て
そ
れ
を
措
定
し
て
い
た
許
悼
通
達
引
き

：
E
3

：
 

ド

1
／

ιυか
〆

F
人

会
計
処
肘
一
が
尖
務
上
広
＼
統
一
リ
返

L
ノ
打
わ
れ
て
き
ピ
も
の
で
あ
る
と
レ
ー
そ
の
な
か
で
そ
の
山
肢
と

γ
つ
べ
き
決
詰
経
坦
基
準
が
改
正

さ
れ
、

さ
ら
に
一
抑
止
に
斉
涼
本
工
一
百
通
達
な
い
ん
J

川
山
さ
わ
て
改
京
恨
の
決
持
続
開
茶
準
J
Z

一
樹
元
，
、

そ
れ
ら
会
あ
わ
せ
戸
L

新
基
準
ど
な
っ

た
こ
と
、
こ
、
つ
三
九
終
梓
に
照
ら
せ
ば
新
基
本
が
立
成

。
伝
一
一
一
円
以
降
、
銀
行
業
の
実
↓
援
に
お
い
ザ

ぶ
先
挽
ご
れ
一

る
二
と
が
ほ
ぼ
小
地
主
に
認
の
勺
れ
る
も
の
で
あ
勺
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
三
と
、
新
基
準
の
改
止
子
続
戸
い
pj

小
泊
け
と
の
疑
い
を
京

とし

がJ主
主べ
るさ

* と「寄

るl三な

し

あ
に

｛；~ 
」長
準。＋

、I'
や；

（ノ川
1

＝τH月
間
い
h
h
u

て
、
会
お
慣
行
、
と
な
っ
て
い
た
と
な
の
る
こ

二
F
C
日
正
日
付
す
べ
き
な
の
は

同
M

込
酬
の
巡
詫
い
お
い
て
は
ハ
サ
笹
山
刀
月
峰
門
が
1

義
的
判
確
町
一
を
支
え
る
も
の
と
し
て
「
慣
行

判
付
の
要
件
J

乞
兼
ね
七
社

刊
の
E
Yノ件」

の
一
円
以
と
さ
れ
て
い
た
γ
も
か
か
才
ち
ず
、

官
天
際
に
漬
ノ
H
牲
の
ん
止
て
を
行
う
際
に
、

品
工
卒
の

<f!L仁社学』 62i;; 4 21'出制•4 :zu12.n 



川
容
の
明
確
性
に
つ
い
て
の
枚
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

h
で
あ
る

慣
行
性
的
認
定
に
当
た
う
て
民
布
船
長
山
サ
周
波
判
決
か
考
慮

ー
〕
て
い
る
附
ふ
げ
は
、

日
仏
鋲
刑
】
」
一
吋
裁
判
決
が
慣
行
記
い
の
認
定
に
山
一
↓
た
勺
て
考
慮
｝
〆
で
こ
Q

も
の
ど
ん
き
く
異

2
る
も
の
で
は
な
い
の

A

、
あ
る
コ

長
叙
民
事
前
川
内
川
吋
抗
に
お
い

C
対
容
の
羽
隊
内
が
検
討
ぢ
れ
ヶ
に
い
る
の
は
、
吐
一
段
の
叶
刊
紙
に
お
い
て
で
あ
フ
心
。
す
な
わ
ち
、
「
枕

作品肝斗が、

山
基
準
会
一
反
け
す
る
内
存
と
し
て
義
泊
川
口
問
確
か
一
と
い
っ
問
題
設
光
、
吐
し
九
九
う
え
句
、
、
改
圧
誌
の
決
算
経
恕
基
埠
に
つ

い
て
定
量
的
な
基
準
と
し
て
の
子
当
て
が
な
さ
れ
て
い
な
か
J

た
こ
と
、
資
J4r
存
先
週
J
一
や
九
年
一
挙
務
述
絡
が
当
時
内
行
政
当
局
の
謁

係
者
の
問
と
も
ガ
イ
ド
ラ

f

L
～
し
て
一
百
け
止
め
ち
れ
て
い
れ

L

す
き
ず
、

長
肢
の
な
か
と
泣

μ
の
修
正
が
品
叫
ら
れ
疋
右
オ
ミ
こ
1
Y
一

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

か
叩
期
待
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
レ
ー

四
百
長
務
指
針
も
定
性
仙
引
な
出
い
討
を
示
す
」
一
と
ま
り
、
疋
量
的
な
償
却
・
引
当
の
長
準
ト
Y

一

［
て
機
能

L
得
る
と
は
認
め
ん
れ
な
i
v

－！と、

政
絞
持
品
八
r

先
」
の
域
ヘ
マ
一
子
「
特
定
債
務
益
支
採
A
引
当
金
」
に
つ
い
て
内
容
！
h
i
小
町
佐

ぎ
が
あ
り
、
」
ほ
ん
川
の
税
法
装
車
に
よ
る
在
五
方
法
を
山
町
佐
に
防
止
し
た
と
ま
一
じ
い
え
ふ
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
、
と
、
奈
川
誠
々
、
日
慎
浪

J

ケ
除
く
十
事
一
七
J

打
の
な
世

円
、
一
宏
一
月
間
間
決
詰
で
も
臼
己
歪
J

疋
給
県
と
当
局
の
合
｛
定
詰
県
と
り
起
に
に
将
な
設
断
が
J

め
ご
に
」
ベ

士
と
枝
々
の
認
定
を
行
う
だ
う
え
で
、
新
品
一
市
川
か
そ
わ
ま
で
の

1

公
止
な
る
会
計
結
行
」
で
あ
る
日
基
洋
に
茶
ゴ
く
会
計
処
理
を
一
υ

一

的
別
慌
に
照
」
寸
る
も
の
で
あ
J

た
に
は
訟
め

ιれ
な
ぺ

に
よ
て
い
る

円
以

f
の
ヘ
ム
止
注
一
憤
ノ
打
注
一
陛

:1 

の
判
叫
を
バ
汁
丈
う
え
で
、
判
ー
は
は
次
乃
」
う
な
結
論

Lrnw示
し
に
い
る
の
で
あ
ヲ
心
け

τしは
で
さ
る
日
叫
ん

新
い
い
事
革
は
ド
成
一
ハ
〉
午
一
一
日
い
ず
別
当
町

八
戸
汗
な

f
f
h
I
Z悩
行
」

C
あ
コ
九
ん
と
認
め
る

仏
日
目
か
ら
繰
り
沢

L

fL
わ
れ
て
い
と
公
江
な
品
会
一
μ
償
計

cあ
ゐ
旧
基
準
を

説
的
司
時
，
し
花
川
－
v
v
Q
9も
の
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
肢
の

公
正
な
る
会
計
慣
行
込
で
あ
っ
ー
一
ん
と
は
い
よ
～
一
な

新
基
準
は
一
義
的
問
政
刊
を
欠
く
ー
と
可
一
山
1

4

し
た
に
も
伊
か
わ
ら
ず
、

hv一基
準
日
下

1

会
一
ー
な
る
会
計
清
行
」

で
あ
る
こ
と
」
乞
訟
め
る
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の叫口市町ハ一川は

先
に
判
決
が
一
ホ
サ
ょ
に

義
的
問

設
諭
と
の
m
刊
で
間
信
者
え
一
た
一
て
い
る
－
p
p

つ
に

mbわ
れ
る

慨
に
福
一
同
し
た
ふ
う
に

時
市
佐
子

「
悟
ノ
汀
忙
の
安
件
を
兼
お
L

い

と
げ
た
べ

k

ド
る
に
も
か
か
わ

ιず
ヂ
～
際
の
認
疋
（
の
な
か
で
は
吐

牲
の
判
断
の
な
か
で

の
丹
羽
砕
沌
が
倹
村
さ
れ
て
い
る
の
亡
あ
る

で
あ
る
な
り
は
、
民
mm民
事
】
同
裁
叶
叶
伏
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
ね
論
い
お
け
る
件
直
っ
け
に
ら
か
か
わ
ら
ず
、
「
益
準
の
内
容
の
叫

官在

性
の
商
店
と

1
て
料
、
ぇ
「
円
九
て
お
り
、
士
山
止
性

ゃ
「
悩
’
仁
性
一
に
は
河
係
し
な
い
と
与
え
ら
九
て
い
る
、
と
い
え

は
Ri主

そ宇つ
C
弘
り
る
り

山
介
在
が
一
義
怖
い
明
惟
で
な
い
と
し
て
も
「
公
正
な
る
九
百
日
慣
ノ
打
一

と
し
て
成
町
す
。
一
と
は
可
能

占
晶
、
一
－
一

f
、

し
し
よ
刀
え
れ
は

で
あ
る
、
ト
Y

一
前
し
と
い
る
と
寺
、
ん
ラ
れ
る

4 

ト
活

以
！
の
検
討
を
ま
と
め
て
お
く
っ
バ
訣
別
事
高
ん
叫
伏
、

H
信
銀
刑
事
宇
何
段
判
決
に
お
し
て
は
、
内
山
？
の
別
院
性
は
一
公
立
性
的

判
断
要
素

τ
三
工
号
、
え
ち
九
一
、
U

一
ゐ
に
み
る
こ
と
が
と
さ
る

に
の
日
7

う
な
摘
成
山
刊
J
A
か
り
す
】
l

？
と
、

同
行
じ
明
暗
本
位
を
に
く
合
計

規
桁
は
そ
も
ノ
一
よ
い
υ
公
正
件
を
備
え
る
こ
と
は
で
主
な
い
か
ら
、
「
公
正
な
る
会
計
慣
ノ
汀
」
ど
ん
な
り
え
な
い
戸
ノ
に
な
る

」
れ
に
芯
手
、
民
族
民
排
刊
誌
引
決
に
お
い
て
は

N
f
w
の
明
確
枚
以
「
唯

が
こ
の
判
断

寸
な
わ
ち
「
八
山
花
な
る
会
対
慣
行
」

と
し
戸

お

「
公
汗
性
一
や
「
慣
行
川
中
心

ム
ム
一
副
規
範

の
斗
叫
叫
に
お
い

1
河
存
の
止
措
抑
性
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
λ
に
た
。
す
な
わ
す

円
九
百
が

義
的
に
ぺ
坊
位
ど
な
か
っ
た
と
し
ご
も
、
そ
内
庁
容
が
公
日
で
：
が
つ
及
川
保
瀞
討
し
て
計
わ
れ
ゐ
ご
と
が
見
広
ま
れ
る
限
り

之
で
は
な
る
会
計
慣
行
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
、
と
い
、
こ
と
に
な
る
川
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戸
、
ま
ご
一
円
山
南
準
に
詰
っ
た
資
産
査
一
定
を
厳
格
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
れ
L
r
白
休
も
明
慌
で
は
な
か
う
た
亡
と
が
認
め
ら
れ
る
一
陣

タ
：
、
了
見
止

4
V
4
2
；
 
次
の
拍
析
を
A
J凶
判
寸

y
Q

・
改
コ
U

佼
の
州
仏
μHれ
註
珂
益
準
ぞ
れ
一
利
体
は
d
八
件
怖
か
つ
｛
T
意
的
な
基
苧
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

f
こ
と
、
資
山
吉
｛
主
主
佐
単
に
つ
い

C
も

定
性
的
か
つ
ガ
イ
ド
コ
イ
／
釣
な
も
の
ご
あ
る
う
又
、
河
述
ノ
／
パ
J

ハ
ノ
仏
寸
，
ぃ
対
す
る
貸
出
金
に
つ
い
て
の
ん
h
芭
査
定
に
喝
し
て
ま

で
資
ー
屋
内
容
の
主
壊
を
符
鋭
的
に
一
民
同
一
さ
せ
る
趣
旨
を
慌
底
一
ヲ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
不
材
確
と
あ
寸
と
ご
と
一
υ

－
九
年
事
務
出
店
μ村
山
山
川
、
合
も
具
体
的
叩
ー
疋
旦
一
均
な
い
伝
単
を
が
し
ど
も
の
と
は
い
え
な
い
っ
、
】
ん
ヘ
ー
融
機
材
河

般
い
は
公
開
さ
れ
て
い
な

v
m
M
J

九
円
、
二
い
三

・
山
凶
号
実
務
指
針
も
結
局
は
定
性
的
な
内
容
を

uvr
～
と
ど
ま
、
二
、
l
v

む
う
え
、
関
連
／
／
ハ
／
ク
h
寸
い
い
刻

f
と
貸
出
金
に
つ
い
て
の

資
産
査
定
に
コ
い
て
ま
で
も
そ
の
け
象
と
ず
る
か
町
ら
か
で
な
か
っ
－

K
，一と

－
M

判
効
回
本
会
叶
引
が
導
入
子
れ
て
い
な
か
っ
と
当
玲
に
お
い
て
新
基
準
に
基
づ
く
貸
出
金
の
償
却
を
有
税
の
ま
ま
わ
う
と
そ
の
に
引
け
ど
け
虫

期
利
、
年
刀
、
仇
少
す
る
こ
と
と
な
り
銀
わ
経
営
が
危
戸
川
市

ι瀕
「
る
可
能
一
位
が
あ
、
ノ
た
こ
と

－
他
の
多
く
の
訣
行
に
お
に
よ
o
悶
iL－
ノ
〆
パ
ン
ク
与
ド
ド
つ
い
て
も
引
山
「
寸
会
や
計
ー
し
な
い
例
が
多
く
、
、
主
だ
他
の
＋
八
千
れ
に
お
い
て

も
償
却
’
u
h
三
不
一
足
が
指
摘
さ
引
る
な
と
、
改
正
伎
の
決
算
M
V
E
基
準
に
は
そ
の
解
釈
E

適
ん
に
栴
ノ
ノ
一
の
陪
が
丘
た
る
も
の
で
あ
っ

ど
と
い
わ
さ
る
を
滑
な
い
も
の
で
あ
っ
七
こ
と
“

そ
の
、
？
え
て
、
大
の
よ
う
な
紡
一
州
全
ボ
ヲ
の

cあ
る
。

ご
一
の
よ
う
に
、
資
J

肘
苦
定
通
産
主
に
よ
っ
て
祐
完
さ
九
る
改
け
伎
の
戊
泊
粁
怒
川
士
準
は
、
川
村
に
時
述
ノ
ノ
ハ

J
7
等
に
対
ヲ
ヲ
心
叫
岡
山

人
号
ト
つ
い
ご
の
資
一
位
t
r
（
だ
い
巧

L
て
は
、
訴
と
な
草
川
準
と
し
て
直
も
い
適
用
す
る
じ
は
、
材
確
性
し
乏
し
か
っ
た
」
認
め
ら
れ
る
ト
、

本
件
当
時
、
問
月
一
ノ
／
パ
ン
ケ
等
に
吋
す
る
貸
出
九
～
つ
い
て
の
資
恋
企
乏
に
院
し
、
前
来
の
？
わ
ゆ
と
相
法
基
準
の
与
主
方
に
よ
る
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ιμ
阿
｛
キ
～
排
除
午
、
版
北
仰
に
同
期
改
1u
段
の
決
詰
許
周
装
浅
に
従
う
へ
き
ァ
℃
一
J
N
必
ず
？
し
も
明
咋
刊
で
あ
う
た
こ
は

ν
え
ず
、
過
波
的
な
状

fru
に
し
め
っ
λ

～
ど
い
、
ょ

、
れ
ま
で
「
公
正
ナ
ル
会
計
慣
行
」

と
午
、
行
わ
れ
て
ド
た
税
法
基
滋
的
考

そ
の
て
つ
な
状
記
の
も
と
で
は

ス
汀
に
ょ
っ
と
湖
述
ノ
ン
パ
、
J

ク
等
に
け
す
る
貸
出
金
い
つ
い
亡
の
資
産
大
日
疋
を

C
う
F

と
を
も
っ
こ
、
と
れ
が
資
産
企
疋
通
桂
川
川
十
寸
の

一
本
字
ん
司
社
山
か
ら
逸
山
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
か
ん
と
し
て
も
、
声
も
に
遠
訣
一
に
あ
っ
た
と
い
う
三
と
は
で
さ
右
い
。

d

っ
ヲ
る
と
、
長
摂
の
本
件
仇
算
処
川
河
は
「
公
正
し
ア
ル
会
＝
一
日
慣
わ
一

ぷ一品
7
7
る
違
法
な
も
の
と
は
い
え
な
い

。

H
償
却
鼎
刑
事
最
高
故
判
決

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

け
は
信
組
刑
事
百
日
両
政
判
決
は
、

υ同
信
銀
川
事
l

［
内
政
判
決
そ
元
一
誌
に
き
な
い
部
出
と

L
て
、
次
の
ょ
っ
に
説
ス
一
－
起
こ
し
て
い
る
一

涼
判
決
己
、

平
凶
ハ
い
一
和
一
三
月
期
決
U

貯
の
当
時
！
い
お
い
て
、
資
産
査
定
属
産
守
に
よ
っ
了
、
情
充
さ
れ
ノ
ハ
ほ
－
l

悦
の
決
算
計
珪
某

車
！
ぃ
従
う

一L
r
一
か
唯
一

山
公
子
な
る
会
計
慣
行
で
あ
っ
一
戸
＼

ミt

前
(/) 

tた
除
手f
i軍
最
準
庁、

"・' も
)• 

で
ぴ〉

税
1士
.！；！.、

宰

基
Jコ
d《、

日｜
処

理

;12｝、法学＇ 62 U'427:lJ 80＇ハ：zo12.11'

八
r
H
7
r
任
弁
失
っ
て
お
灯
、
も
泣
や
こ
れ
に
よ
る
会
計
込
阻
ば
司
き
れ
な
い
こ
と
じ
た
B

た
ら

1
る
も
の
で
あ
／
叫
。

ー
〕
か
）
な
が
ら
、
奇
ザ
十
品
川
門
宏
司
法
い
守
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
改
止
伎
の
決
誌
湾
問
基
準
は
、
償
却
・
引
4
「
に
コ
ド
ご
は
、
有
税
E

i

量一川

引
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
一
円
芸
品

ω二
定
め
る
ω闘
を
引
き
当

fyゐ
こ
に
4
2
求
め
る
も
の
で
あ
L
が
、
そ
の
泊
蛇
て
た
ゐ
資
山
へ
ま
の
詐
価
に
1
J

い

亡
は
、
全
線
機
酬
明
日
叫
似
て
の
判
断
い
お
い
に
的
地
な
長
以
杏
（
て
を
／

tq
べ
き
こ
と
が
い
池
調
昔
、
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

た
枠
内
指
針
を
↓
受
3

｛
定
性
的
な
も
の
で
、

そ
の
河
ハ
休
約
通
刷
は
必
ず
し
も
明
誌
と
な
っ

Z
お
ら
ず
、
ま
た
、
資
仕
一
査
疋
通
達
専
に
よ
っ
て
補
充
さ
札
る
改
正

／伝の
1
9山
皆
川
料
理
草
川
準
が
‘
ム
ロ
域
的
な
井
法
計
画
や
内
一
b
h
u
的
な
又
U

女
の
子
疋
が
あ
る
よ
う
な
山
人
誌
先
日
1
J

に
刻
す
る
貸
出
金
に
つ
い
ど
ま
で

弘
同
十
志
単
に
併
に
つ
一
九
人
資
f
い
脊
｛
て
を
厳
柊
｛
に
求
め
る
も
内
で
あ

ω
かヘ
U
か

μ片
印
私
一
川
ぺ
械
で
は
な
か
う
た
こ
と
が
認
め
ら
ハ
ゐ
一
コ

qff
〉
l
J
戸
、
制
刊
わ
ヘ
リ
Am

次
の
ギ
柄
奇
相
補
す
る



－F
此
産
1
2

五
百
通
達
は
、
い
ね
九
存
者
可
J

分
に
お
け
る
「
〕
｝
人
民
破
培
先
」

ζ

「
市
町
泣
市
川
な
た
た
」
の
口
一
休
的
適
問
の
逗
い
が
さ
寸
1

「
M
U

明
確
で
な

い
な
と
、
全
体
的
に
～
て
が
い
い
的
か
つ
ヴ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
も
の
で
一
か
な

V
つ
三
ニ
ペ
v

・
「
破
綻
怒
ハ
光
一
の
定
義
に
弱
い
て
も
迫
抗
的

2
ム
ス
一
叫
慢
の
予
定
h
J
Jめ
る
よ
、
ー
な
立
譲
先
伴
寸
に
吋
J

す
る
貸
市
山
ム
ム
の
脊
定
に
閣
し
て
支
で

も
資
産
内
容
の
主
態
を
将
鋭
的
に
一
ほ
陣
、
ぐ
一
一
せ
る
と
い
う
ん
h
出
一
査
定
通
達
丹
趣
旨
守
徹
底
さ
れ
る
も
の
か
芦
別
誌
で
あ
寸
た
戸
一
、
と
川

・
当
時

前
棋
な
い
し
隊
砧
方
針
に
し
て
い
な
い
文
V
1
1
仁
つ
一
い
て
は
破
綻
懸
念
仏
刀
ト
し
な
く
て
A
ょ
い
と
い
う
解
釈
が
か
な
り
強

か
っ
ー
一
ん
と
の
叫
百
も
あ
り

ま
た
他
の
ベ
子
行
に
つ
い
て
も
u
H
己
白
定
と
合
一
削
検
査
結
束
と
の
民
離
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と

－
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ろ
す
る
L
ス
当
時
に
お
い
て
、
改
正
訟
の
決
白
紙
型
基
準
は
そ
の
解
釈
巡
刑
に
相
当
の
ω仰
が
牛
じ
る
も
の
「
あ

り
、
羽
4
4
的
に
長
務
の
情
A
L且
ね
に
よ
っ
て
口
（
件
前
川
な
判
船
内
一
吉
」

mw
精
皮
桔
合
牲
を
高
め
て
い
く
判
貨
を
山
一
包
1
J
て
い
た
と
い
わ

き
る
を
得
一
な
い
－
工
一

そ
の
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
結
晶
を
ぶ
寸
の
で
あ
る
c

ご
」
の
：
つ
に
貨

JH忠
【
定
通
達
与
に
よ
コ
て
楠
j

一
さ
礼
る
改
1H
佼
内
決
同
約
四
品
川
県
ほ

じ
対
す
る
仔
出
会
心
人
ニ
定

じ
闘
し
て
は
、
似
の
あ
る
解
釈
の
余
地
が
あ
り
、
社
た
な
接
送
と
二
、
直
ψ

勺
じ
λ

刷
用
寸
る
ム
し
は
、
明
確
竹
に
乏
し
か
ワ
b

こり
L
め
ち
川
八

る
！
、
公
件
、
一
時
、
従
来
の
校
法
基
準
の
宅
、
λ
方
に
？
ゐ
紅
阿
一
を
排
除
午
、
脈
桁
に
山
一
則
改
J
U
伎
の
決
持
門
戸
阻
芸
川
市
に
従
う
べ
き
ミ
ピ

も
必
ず
し
白
ら
川
河
雌
て
あ
っ
た
と
は
い
え
づ
、

泊
［
山
崎
在
状
況
い
あ
っ
た
j
い
え
、
そ
の
」
行
な
状
叫
刊
の
も
と
で
は
、
？
～
れ
ま
じ
「
公
正

す
ル
ム
京
？
引
慣
行

と
L

C
行
わ
れ
「
下
い
た
税
法
草
草
の
考
ズ
h
A
に
よ
っ

C
支
出
山
先
生
寸
心
汁
？
7
4
内
片
山
ム
ム
に
つ
い
て
の
合
、
産
査
定
を
行
、
っ

こ
と
も
ベ
ユ
叫
窓
い
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
c

て
）
－
一
？
る
と
、
本
件
当
時
、
官
房
止
疋
通
達
勾
寸
じ
」
っ
て
ゆ
充
さ
れ
る
改
正
廷
の
決
算
経
開
基
準
干
し
民
つ
こ
と
が
唯
一
内
公
正
な
る

会
計
慣
行
と
あ
っ
一
七
と
し
、
机
法
基
準
の
寺
、
ぇ
方
に
廿
常
ゴ
く
会
司
処
理
会
一
抗
斥
し
、
資
産
査
定
通
達
勾
寸
九
よ
一
て
は
慌
充
ν
さ
れ
る
改
ト
ド
絞
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の
決
算
い
九
日
間
基
準
の
定
め
る
基
議
に
従
っ
て
円
い
同
銀
の
貸
出
主
の
評
価
を
し
、
平
成

。
平
一
一
一
月
期
決
詩
に
お

ν
て
は
u
債
訟
に

五
億
ヒ
り
一
心
一
刀
つ
の
当
相
川
町
情
処
間
一
損
弘
人
が
あ
つ
ん
と
し
と
況
判
決
は
、
そ
の
一
口

hμ
お

二
L

』
｛
支
を
訣
必

L
て
法
〈
刊
の
解
釈
週
ト
一
工

τ誤
っ

た
も
の
日
ー
め
（
る
こ
コ

ハ
j 

最
同
裁
に
お
け
る
判
餅
什
が

以
ト
心
」
つ
に
、
と
ち
ら
の
民
的
政
汀
決
と
弘
、
改
正
待
の
1
9
門
誌
経
理
基
準
そ
九
円
体
や
資
産
主
定
混
土
地
な
ど
が

E

定
性
的
・
が

f

K
一
一
ノ
イ
シ
的
」

で
あ
っ
マ
二
具
体
的
定
量
的
な
も
の
と
は
な
か
っ
一
ん
こ
1

了
て
資
産
査
定
通
達
日
与
の
地
用
対
象
と

L
て
慌
伸
一
ノ
J

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

パ
シ
ア
等
ヤ
＋

ι従
先
4
J
Jが
へ
円
ま
れ
る
の
か
し
う
が
即
日
誌
と
は
L

X
な
か
っ
た
こ
と
壬
指
摘

L
亡、

t
れ
ぞ
れ
の
1

汗
審
の
判
断
を
覆

L
て

いヴ匂。も勺
と
も
、
ー
と
ち

ιの
泉
市
萩
判
決
も
一
公
正
な

該
当
性
に
つ
い
て
の

一
般
玲
を
捻
一
不
し
て
い
な
い
た
め
、

日
正

T

H川
／
ヲ

J
H
H
b
T
1

今
「
公
汁
件
L

「杷
m
行
作
L

「
附

の

v
r
h
に
位
置
づ
げ
る
の
か

ノ
円
す

1
7
b
月
存
で
土
な

ρ

k

l

z

一～

l
f
し

で
は
二
つ
の
辰
υ
司
裁
判
決
は

明
伴
札
い
ι
4
v
h
F
E

に
ー
こ
〆
｝

PL
よ
っ
て
新
基
準
が
公
正
L
J
る
会
計
慣
行
／
ご
な
っ
た
こ
ζ
白
川
体
化
f
h
F
t

）
れ
ん
の
で
あ
ろ
う
か
一

殺
請
が
ぬ

不
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、

判
決
正
の
fλ

一
口
か
ら
推
測
す
る
｝
「
か
な
い
｝

て
し
仁
川
ぽ
パ
仇
正
の
比
一
口
か
」
引
は
、
新
基
準
ド
ア
公
正
九
切
る
会
＝
一
H
慣
行
い
に
該
当
方
守
一

L
H体
は
人
U

定
し
て
い
な
い
、
と
読
む
ほ

7
が
迫

切
な
の
と
は
な
い
カ
と
思
わ
れ
令
ハ
そ
の
上
一
に
半
方
、
ズ
ム
匂
河
川
は
J

交
の
士

J
C
あ
る
。

時

間

取

〔

jh
、
h

川
判
L
仇
と
も
、
一
開
審
刊
況
の
判
析
を
是
認
で
言
な
い
三
と
を
説
示
す
る
際
ぷ
、
一
県
在
が
ョ
唯
一
円
八
ム
在
去
る
会
一
υ
慣
行
」

に
あ
る
こ
と
を
認
め
ど
三
と
を
挙
げ
て
お
り
、
三
山
正
な
る
会
計
慣
行
手
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ー
に
ご
と
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
と
は
な
い

ー
、
言
｝
J
F
J

〉

ぜ

J

J

ム
M
J切
に
つ

ju
ミ

も
し
も
同
市
高
設
予

つ
め
両
政
判
決
と
同
保
γ
会
計
ほ
駐
の
駅
停
牲
を
一
公

ι性
」
に
ハ
V
L
E
F
ゴ
け
て
い
る
九
町
、
あ ;-, 
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る
い
は
長
銀
民
事
事
件
に
お
け
る

に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
｝枕

一
般
論

（災
際
の
通
用
で
は
な
く
）
の
よ
う
に
「
回
行
性」

廿畑一単を

d

公
正
な
る
会
計
慣
行
」
と
し
た
原
審
の
判
断
を
否
定
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
H
A
わ
れ
る
e

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
唯

A

の
公
止
な
る
会
計
慣
行
’
で
あ
る
と
し
た
点
を
問
題
に
す
る
と
い
う
抱
一
と
は
、

一公
止
な
る
会
計
慣
行
F

で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は

問
題
に
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
最
両
抗
が
吐
件
を
問
題
に
し
て
い
る
と
慨
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、

U
債
銀
刑
事
最
’u同
故
判

決
じ
お
い
て
原
審
の
認
定
を
否
定
す
る
際
の
判
一
不
が
、

U
債
銀
川
事
山
岡
裁
判
決
に
お
け
る
公
正
性
に
閑
す
る
判
事
部
分
で
は
な
く
‘
唯

一
泊
v

性

μ
閲
す
る
判
一
不
部
分
の
文
言
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
い

第
一
一
に
、
税
法
基
準
に
よ
る
会
計
処
理
が
、
新
茶
準
に
肢
密
に
依
拠
し
た
会
計
処
理
と
並
ん
で
許
容
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
に

読
め
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
つ
こ
の
山
…
は
長
銀
刑
事
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
明
停
で
は
な
い
が
、
日
債
銀
刑
事
最
高
裁
判
決

で
は
「
こ
れ
ま
で

一公
正
ナ
ル
会
副
慣
行
’
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
税
法
基
準
の
考
え
ん
に
よ
っ
て

i
j資
ぷ
杏
一
定
を
行
う
こ
と
も
計

存
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
」
（
傍
線
は
筆
者
）
と
、

比
較
的
町
住
に
示
き
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、

円
債
銀
刑
事
長
官
川
裁
判
決
に
お
け
る
占
田
佑
紀
裁
判
官
の
補
足
忘
見
が
あ
叩
け
ら
れ
る
。
同
補
足
意
見
は、

同
判
決
に
お
け

る

U
債
銀
の
決
M
H
に
つ
い
て
、
改
正
後
の
決
同
一
粁
悶
慈
準
に
よ
っ
て
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
「
本
件
決
算
に
つ

い
て
は
こ
れ

h
l
改
正
後
の
決
算
経
理
基
準
戸
引
同
省
一
汁
こ
に
従
っ
て
判
断
す
べ
き
こ
と
に
な
る
」
と
し
つ
つ
も、

「
（改
正
後
の
決

算
経
理
）
基
準
に
お
い
て
凶
収
の
一
則
能
性
に
関
す
る
具
体
的
な
刊
断
方
法
が
一
不
さ
れ
て
お
ら
ず
、
陶工
科
を
補
充
す
る
者
と
し
て
位
直
つ

け
ら
れ
て
い
て
い
た
資
・
呼
脊
定
通
達
に
お
い
て
も
税
法
基
準
の
伝
え
方
が
計
山
科
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
と
い
う
意
味
で
、
ご
れ
を
唯

一

の
基
準
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
い
と
の
楠
足
意
見
か
ら
は
‘
祈
基
準
の
外
で
税
法
基
準
を
認
め
る
の
で
は
な
く
‘
析

、4ゆ
・

F
O

M

 

基
準
に
内
包
さ
れ
る
も
の
と
し
て
税
法
基
準
を
捉
え
て
い
る
よ
う
に
与
え
ら
れ
る。

こ
れ
が
「
補
足
忘
凡
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
判
決
日
体
も
同
様
の
理
解
を
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
c

も
し
そ
う
だ
’
と
す
れ
ば
、
新
基
準
が
新
た
な
「
公
－什
な
る
会
計
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い
る
ヘ
れ
説
憲
治
郎
一
味
ベ
ム
れ
わ
い
土
い
折
川
版
♂
一
」
苛
「
九
ph’辻
f
i
u

一2

西
崎
哲
ぶ
ほ
か
プ
百
一
談
会
〉
民
服
円
債
鋭
取
削
！
民
一
昨
高
取
引
決
造
反
事
件
カ
苓
R
J
一
主
融
決
務
事
佑
一
八
九
一
号
人
同
二
町
付
修

己
売
一
一
コ
一
は
、
「
お
そ
4
く
最
M
荒
川
川
、
こ
の
科
堤
ぅ
「
定
性
川
で
ガ

i
ピ
ラ
1
ン
的
な
も
の
で
は
、
「
4
4
U
な
る
会
一
計
恒
－
H
I
K
A
］
得
な

い
と

γ14h九
九
ず
だ
と
回
出
い
王
n
c

ナ
ー
だ
舷
理
的
仕
方
と

L
て
、
惜
の
「
公
正
な
ゐ
会
計
慣
行
』
で
あ
ン
人
？
の
？
と

γつ
問
題
者
A
V
て
て
し

ま
う
て
い
る
の
で
、
て
わ
条
咋
巾
リ
川
目
ド
ザ
十
一
位
性
十
十
E

〔
（
体
じ
、
設
定
主
体
の
出
口
忠
と
と
が
す
べ
て
一
部
J
V
比
4
h

リ
込
ま
K
T

て
し
ま
っ
て
い
て
、
わ
追

わ
に
く
い
枠
紺
称
、
な
コ
：
い
d

p

去
の
い
心
ζ
m
R

ま
す
u
t

と
世
八
へ
に
い
る
〈
ま
た
岸
田
雅
雄
一
民
知
刑
事
島
高
裁
判
礼
刊
批
」
府
主
仏
務
一
八

川
台
勺
一
ー
一
頁
ヤ
司
「
主
主
基
埠
違
反
じ
対
J
q
る
刑
事
訓
と
ρ
て忙ム
μ
引
慣
ノ
汀
早
稲
田
法
学
ヘ
江
主
一
二
J

↓
一
一
一
一
一
一
自
は
、
長
銀
刑
事

最
高
裁
杭
仇
叫
ん
ハ
計
処
珂
基
準
的
適
町
弘
凹
が
別
確
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
旨
合
引
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
許
制
し
て
い
べ

二
三
長
銀
一
川
事
早
＋
打
開
放
河
牛
山
ι
ド問
J
q
A
V
者
三
1

h

r

解
説
ぺ
最
高
山
杭
叫
が
吋
抗
日
静
止
A
j也事端一一
ν

伐
と
ん
H
度
五
九
九
長
一
J

ヘ
江
猛
÷
刈
主
）
一
で
は
、

新
県
復
元
ハ
ナ
汁
な
る
会
計
関
わ
い
あ
た
る
か
に
コ
い
て
、
｛
抑
制
欄
山
支
出
吋
主
い
り
に

m
ら
」
！
こ
慣
行
時
子
自
定
ぜ
る
衰
え
ん
に
み
一
日
目
て
M

る
の

で
は
な
い
か
と
指
一
草
さ
れ
る
、

L

1

る
れ
ま
や
一
沌
叩
司
「
民
銀
判
事
蛇
高
裁
判
九
判
批
金
融
法
務
事
情
八
十
九
八
号
一
一
見
や
吋
「
H
億
飢

刑
事
民
高
裁
判
決
刊
批
」
曲
事
ふ
務
八
九
九
号
二
ハ
ー
一
七
百
は
、
両
判
決
が
笥
基
準
と
間
基
準
の

ν
ず
れ
引
患
が
公
正
な
ゐ
会
計
慣
行
で

あ
コ
ん
ん
と

4
え
て
L
P
J
と
だ
仙
1
一
、
い
る
よ
、
7
で
あ
…
Q
A
－
汁
貯
水
内
ぺ
生
「
三
銭
刑
事
最
H
故
中
1
決
ま
i

担」
J
J
Z

汁
ス
、
一
一
i

仁
一
ラ
問
仁
一
H
弘、

何
刊
汁
礼
は
ハ
パ
I

汁
な
る
会
計
罰
J
山九
J

按札訓司ん什在」
J
9
f
牛ニ
ζ

か」私の
h

／、
J

ノ
る
一
一
乙
ザ

吋同

4
A

宇
を
h
h
A

一ιλ
記
る
八
A

一f
則
慣
行
2
レf

一
寸
川
め
プ
一
い
ノ
ゆ
レ
一
汗
恒
3
J

て
い
る
の
か
J

も
1
J

れ
な
い
η

血
U
沖
品
「
民
服
刑
事
し
」
4

4
叫
事
刊
刊
社
一
止
大
法
学
、
一
州
長
六

一ム
τ

口
ワ
六
六

O
Lハf
ノ
一
同
品
、
刑
事
：
告
審

H
云
涼
刑
中
最
品
政
V

判
決
の
一
｝
と

q
m者
保

は

。

新

長
j
F

ふ
ん
主
恥
の
『
公
正
5

J
Q
会
日
程
仁
』
で
立
な
》
ー
と
い
、
つ
川
市
C
艇
は
L
f
一L
L
一一前泊
F
3
も
の
の
、
そ
の
理
解
｝
と
し
て
「
刑
判
事
「
告
奮
の
択
一
小
し
ナ
一
首
公
正
な
フ
ハ
ザ

会
計
慣
行
で
は
な
し
と
い
う
ん
叩
廷
は
、
当
寺
の
一
公
J

忙
な
る
会
計
位
行
n

は
、
取
机
J
J
O
M
い
つ
：
引
当
主
、
義
務
付
け
て
い
る
と
前
釈
す
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ

JL
両
県

t
’
一
戸
、
明
時
件
下
冗
け
る
P

一
ー
を
強
調
し
て
い
る
占
か
ら
も
、
杭
却
引
当
作
可
否
L
つ
い
て
は

担
告
も
っ
た
も
の
と
川
百
1

｝
丈
と
刻
、
す

φ
ぺ
3
て
州
る
一
と
州
、

t
お
河
川
、
最
高
裁
か
定
質
的
ー
も
は
新
基
苧
J
V

へお

rfuφ
会
一
一
川
慣
打
と
認
め
て

い
た
ι1cz
日
価
し
て
L

。jう
ご
あ
る
J

7
2

秋
fh店
員
一
三
ツ
セ
〆
ン
ャ
ル

I
F
R
S
一品
2
版
J

一二
t

一一一
rrhn

一
日
前
正
e

一
一
二
一
民
で
は
B

ル
九
土
義
ffγ

」p
心
ど
矢
れ
る
べ
ド
ト
い
共
一
指

1
昨
配
ん
土
義
を
ど
必
と
き
れ
に
w

店
主
川
務
報
t

い
忠
泡
ヤ
」
り
さ
一
守
、
は
一
桐
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け
ヵ
で
あ
り
、
戸
時
点
向
日
午
、
は
な
い
か
L

と
す
る

一
s
r
u稿
者
川
川

2
1
i
y
R
S財
指
公
司
王
人
巧
r

一）
i
t

－
－
じ
一
H
広
瀬
は

3
R封
務
柑
告
草
川
止
が
原
油
主
義
J
q
M

作用、
J

h

一
行
止
た
の
迂
｛
日
正
丁

令
で
あ
コ
ア
」
同
際
主
百
止
法
一
芸
員
八
一
－
え

5
C
見
仕
は
国
際
会
計
基
4

平
和
議
会
一

I
ハ
S
B
j
L
敬
綻
さ
れ
て
い
る
一
に
資
金
ヤ
九
円
買
川

町
て
制
約
が
あ
っ
た
か
コ
む
あ
る
1
y

品
指
し
、
ム
つ
校
l
t
b
E
、
立
主
や
ス
タ
y
v
ノ
が
充
実
J
f
y
ム
匂

J

7
に
な
れ
ば
、
n
b
J
〈
の
会
訂
基
半
刀
、
解
一
加

山

M
M
計
、
直
沼
指
針
力
作
ら

tp／
品
二

F
p
k
rり
、
悦
広
一
二
立
と
叫
円

ιよれる’
m
m

に
と
る
の
む
は
な
い
か
、
と
す
ヮ
ω
コ

一
7
m
t六
ち
こ
口
勺
ヘ
囚
ル
｝
一
六
斗
一
民

て
お
～
一
お
、
慣
打
刊
の
認
定
に
つ
い
て
行
勺
と
い
主
い
I

与
す
J

い
！
と
批
刊
J
9
る
も
円
し
？
二
二
弥
ぷ
向
性
「
人
ム
計
基
準
円
な
－
九
と
1

公
t
h
w

会
計
慣
行
F

」
中
十
町
一
九
一
一
手
七
八
百
口

一n
v
J
m
一
位
、
六
一
一
幸
一
一
号
一
有
ハ
四
一
ム
六
乙
長
3

一
川
刊
タ
一
仁
行
口
勺
五

O
E－

判
時
一
ん
「
リ
パ
い
ロ
勺
一
七
員
。

↓
ヒ
九
ロ
J

一

一

日

一

一

、

）

一
日
仁
九
コ
勺
一
立
一
一
立
。

一

札

こ

れ

口

勺

五

五

百

円

）

一

日

一

七

九

号

一

五

五

真

。

一時
J

ヒ
九
コ
ケ
一
j

五
ー
一
ハ
一
口
リ

一

行

一

七

九

百

ハ

一

一

只

c

一

同

も

7
cーも、
k
l
一
ほ
の
判
定
と
は
呉
と
ノ
ペ
も
う
少
l
n杭
い

L
h
ル
ず
れ
明
暗
件
が
い
ル
安
で
お
ゐ
－
｝
L
t
J
ケ
削
提
に
L
F
じ
る
の
だ
、
と
い

フ
解
釈
を
j
る
干
と
も
町
誰
か
も
白
J

れ
な
い
υ

’
一
ー
か
仁
木
i
I
入
で
も
す
で
正
直
べ
ト
一
と
お
り
、
判
決
え
に
お
け
る
桁
行
性
の
判
／
〆
に
お
い
て
、
を

灯
よ
フ
主
義
い
て
J

二
、
の
明
訟
性
恭
一
被
討

L
れ
ん
と
み
る
ご
と
も
む
き
な
い
よ
J
に
明
わ
れ
る
コ

一

時

刑

長

六

芸

仁

号

一

一

円

υ

一
小
川
一
同
一
位
、
ム
ハ
や
世
己
ロ
ハ
J

一
汁
川
市
体
氏
一
ハ
一
水
U

一

「公正なる会訂慣行一における叫時洋O)[c沼ソ：7

fc rリ
勺 I/

五

判千IJ
タタ

tu fc 

口

勺

百

E
U
〆、

一
戸
七
民
へ
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一m
一
同
一
位
、
ム
ハ
↓
一
や
世
一
一
口
勺
一
二
fdル
ピ

Ehj

一
q
m京
六
一
巻
一
一
言
一
一
五
i

ハ七百九行

一
見
一
長
鋭
刑
事
長
室
同
誌
吋
決
に
つ
い
て
司
母
の
理
解
芳
三
不
寸
も
の
と
、
手
＼
常
幸
品
長
銀
判
事
高
弘
判
決
判
批
一
北
ト
ヘ
法
f
J
論
t

君
！
ハ
一
芸
一

H
H
J
ム
ハ
ム
ハ
一
口
η

本
ぶ
研
究
は
、

日
未
学
浦
和
む
州
r
パ
研
究
費
一
目
立
一
、
リ
リ
九
一
の
助
成
戸
4

受
け
と
も
が
之
、
宇
〈

<f!L仁社学』 62r:; 4 280i 816 :zu12 .11 


